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今
週
の
紙
面

神
奈
川
・
藤
沢
市

小
柳
倫
子

■２面 岸田政権骨太方針2022／
女性ニュース ■３面 読者のペ
ージ／まんが／パズル ■４・５
面 地域移行で中学の部活は？／
気候正義って？／ホット ■６面

節約しながら涼しく／文化情報
／母の歴史 ■７面 新婦人のペ
ージ／主張／いっしょにあそぼ！

新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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同志社大学大学院教授 浜 矩
のり

子
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﹁
レ
シ

ト
を
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て
あ
ま
り
の
価
格
の
高
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に
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く
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﹂

﹁
こ
ん
な
と
き
に
軍
事
費
２
倍
な
ん
て
信
じ
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れ
な
い
﹂




参
議
院
選
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の
大
争
点
に
な

て
い
る
物
価
高
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拡
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て
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志
社
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矩
子
さ
ん
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聞
き
ま
し
た


戦争ダメ、消費税下げてとスタンディング

（東京・板橋支部）

７月日投開票

はまのりこ 同志社大学大学院ビジネス研究

科教授。専攻はマクロ経済分析、国際経済。

近著に『愛の讃歌としての経済』（かもがわ

出版）

経
済
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力
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私
物
化
!?
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ギ


価
格
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が
あ
り
ま
す


日
本
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そ
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え
て
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融
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を
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す
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ア
ホ
ノ
ミ
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︵
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︶
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し
た
岸
田
政
権
の
政
策
が
円

安
を
も
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ら
し

輸
入
価
格

を
高
騰
さ
せ
て
い
る
と
い
う

特
殊
な
要
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が
あ
り
ま
す


日
本
銀
行
の
黒
田
総
裁
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と
円
安
が
日
本
の
経
済

に
と

て
プ
ラ
ス
材
料
だ
と

言
い
続
け
て
き
ま
し
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が


﹁
急
速
な
円
安
は
経
済
に
マ

イ
ナ
ス
で
望
ま
し
く
な
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と
よ
う
や
く
認
め
ま
し
た


そ
れ
な
の
に
な
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金
融
緩

和
を
や
め
な
い
の
か

そ
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は
日
銀
に
大
量
購
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国
債
の
利
回
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が
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が
ら
な

い
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つ
ま
り
政

府
の
債
務
負
担
を
増
え
な
い

よ
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に
す
る
た
め
で
す
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銀
は

政
府
に
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従
う

こ
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し
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考
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思
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ま
す
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銀
が
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府
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こ
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︵
※
浜
さ
ん
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を

批
判
す
る
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く
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野
党
の
皮
を
か
ぶ
る
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新
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国
民
民
主

世
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も
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超
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る
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簡
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問
題
は

野
党
の
皮
を
被


て
い
る
日
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維
新
の
会
と

国
民
民
主
党
で
す

彼
ら
は

要
は
与
党
に
な
り
た
い
ん
で

し

う
ね

﹁
円
安
は
日
本

に
と

て
プ
ラ
ス
だ
﹂
と
強

い
国
を
支
え
る
強
い
経
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を

つ
く
る
こ
と
に
関
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が
向
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い
て
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と
の
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活
の

こ
と
は
ど
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も
い
い
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だ
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思
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経
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活
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は
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来

人
間
を
幸

せ
に
す
る
た
め
に
あ
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ま
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追
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の
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２
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も
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１
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貧
困
解
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こ
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所
得
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与
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